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(High Energy Radiation Measuring System) を完成させた。この検出器の性能を(3He ， d ì'), (p , 
ì'), (3He ? ) などの原子核反応を用いて調べ，実際に世界最高の性能を有することを実証した。この装
置の開発によって，高励起状態から低励起状態への高エネルギ-ì' 遷移や種々の原子核の高励起状態
からのγ 遷移や極めて確率の小さい 7 遷移の測定が可能になった。このことは新しい原子核の構造研
究を一段と進歩させる重要な開発研究と云えよう。
この測定装置を用いで 9Be (3He ， ì') 12C 反応の研究を行った。大阪大学理学部サイクロトロンで加速
された 3He イオンと 9Beの衝突によって 37 Ì\1eV 12C の高励起状態を励起し この状態からlZCの種々の励
起状態へ崩壊する y 線を分離して測定することに成功した。この測定結果から各励起状態へのy 遷移
の強度分布関数が一つの巨大共鳴分布をしていることを見出し，それは，複合核模型を用いて説明
された。このことは. lZCの励起状態をもとにした巨大共鳴の存在を見出したことと，高エネルギ-'1
遷移が. 9Be+ 3He による高励起核の一般の崩壊の一面を表す反応であることを見出した点重要な研究
成果であると云える。
以上の新しい測定装置の開発研究とそれを用いての9Be(3He ì' ) 12C 反応研究は，理学博士の学位論文
として十分価値があるものと認める。
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